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2012 年 12 月に大阪市立桜宮高校でバスケット
ボール部の２年生男子が顧問からの暴力を苦にし
て自殺した事案以降、教育界や世間の目が厳しく
なったこともあり、暴力事案が可視化されやすく
なり、「体罰」に対するまなざしが敏感になった。
内田良著「教育という病：子どもと先生を苦しめる『教育リスク』」：光文社，2015年 29
しかし著者は、「体罰」が発覚しても、他の問題
行動（飲酒運転、わいせつ、公務外での傷害・暴
力等）と比べて処分が甘く、学校外では許されな
いような人の扱い（暴力）が、学校社会では「教
育」の名のもとに容認されてしまう傾向を指摘す
る。
学校的文脈のもとでは、暴力は「教育の一環」
「指導の一環」と解釈されて「体罰」が容認され、
教師を大目に見る姿勢があったが、このような姿
勢に対して、教員の暴力により子どもを失った遺
族たちが、声をあげ始めている。本書では、その
ような事例も紹介されている。ここで著者は、そ
れら痛ましい事例においても、「教育の一環」と
いう壁が立ちはだかって、教師の法的責任が問わ
れないことにも疑問を呈している。
著者は、暴力や過剰鍛錬の問題が学校の問題で
あると同時に市民の問題でもあり、スポーツ指導
のあり方の問題を学校内部にとどめてはならない
ことを強調している。
（4）「第４章　部活動顧問の過重負担─教員の
QOLを考える」では、部活動における教員側の
問題がまったく手つかずのまま今日に至ってお
り、教員の身心の健康を危機にさらしているとい
う現状を紹介している。
近年、明らかになってきた部活動の「制度」上
の問題点は、部活動指導が勤務上は「ボランティ
ア」であるにも関わらず、強制的に顧問の担当が
強要されることである。部活動指導は、あたかも
正規の授業と同じように当然の職務と見なされ、
教員全員が顧問を担当するという制度上のグレー
ゾーンを構成し、教員に長時間労働を強いている
実態がある。
経済協力開発機構（OECD）の調査によると、
日本の中学校教員の１週間あたりの勤務時間は
53.9時間であり、これは調査34か国の平均38.3時
間を大きく上回っているが、勤務時間のうち、授
業に費やした時間を見てみると、日本は17.7時間
で、これは平均の19.3時間を下回っている。また、
栃木県教育委員会が行った「教員の多忙感に関す
るアンケート」によると、ほとんどの教員が「忙
しい」と感じており、その主要因として「部活動
指導」を選んだ教員が３分の２に達した。
著者は、近年の教員の労働環境がブラックな状
況にあると述べる。そして、教員がしっかりと教
壇に立てることで、子どもたちの成長も保証され
るのだと考えるならば、教員のリスクを直視する
ことは、日本の教育全体を支えていくうえで重要
な課題である、と力説する。
（5）「第５章　柔道界が動いた─死亡事故ゼロ
への道のり」は、柔道事故に特化した章である。
柔道は、「善きもの」としてその教育的意義が唱
えられてきた一方で、死亡・障害事故が毎年発生
していた。柔道は、他競技に比べて突出して死亡
事故が多く、その固有の動作（投げ技、受け身）
の中で死亡事故が起きており、死亡の原因のほと
んどが頭部外傷によるものである。そのようなデ
ータからは、柔道という競技そのものに重大事故
を引き起こす根本的な原因があると考えられるか
もしれないが、イギリス、アメリカ、フランスな
どの海外では、死亡事故は発生していない。海外
での取り組みを見ると、「善きもの」としての柔
道と、リスクの低減は両立しうることを示してい
る。
過去30年間に118名の子どもが柔道によって命
を落としてきたが、近年、リスクがようやく直視
化されることによって事故対策が立案され、2012
年以降、2015 年５月まで死亡事故がゼロになっ 
た。かつては、重大事故を「不可抗力的なもの」
とする見方があったが、そのような態度がすっか
りなくなったのである。柔道にケガはつきものと
考えている限りは、このような結果は生まれなか
ったであろう。
著者は、この章の最後に、本書を貫く基本的ス
タンスを表すような次の文章で結んでいる。
「リスクを直視するということは、実態を解明
するということであり、そして、『実態の解明な
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くして再発防止なし』である。すべての問題の改
善において、リスクを直視することが起点となる。
『教育』の眩さに目を奪われない態度が求められ
る。」
（6）　最後の「終章　市民社会における教育リス
ク」では、著者は、「教育リスク」の特徴を５つ
上げている。
①リスクが直視されない、②リスクを乗り越え
ることが美談化される、③事故の発生が正当化さ
れる、④子供だけでなく教員もリスクにさらされ
る、⑤学校だけでなく市民もまたリスクを軽視し
ている。
これらの特徴は、各章においても指摘されてき
たことであるが、これらのなかで、筆者（松宮）
が特に注目したいのは、「②リスクを乗り越える
ことが美談化される」と「③事故の発生が正当化
される」である。
「過酷なトレーニングの先にスポーツの真髄が
ある」との信仰から、根性を出して頑張りぬき、
身体に度を越した負担がかかり、故障のリスクが
高まっている過程が美談化される。そのことを著
者は「もはや科学の知識を飛び越した、信仰のレ
ベルにあるといってよい」と批判する。
また、こうした志向は、実際に事故が起きた時
にも現れる。学校側の責任が厳しく問われるよう
な事案であっても、「亡くなった生徒の分まで頑
張ろう」とか「彼は本当に頑張っていた」と美談
として片付けようとする。このような美談化が身
体にダメージを与えかねないリスクを見えなくさ
せてしまうことを著者は鋭く指摘する。
次に「事故の正当化」は、実際に事故が起きた
ときに、それが教育だからという理由で免罪され
ることがあることを指す。例えば、運動部活動中
に生徒に対して教員が暴力をふるった場合や、組
体操において生じた骨折などでは、堂々と「教育
の一環」というエクスキューズが通用する。善意
の正しい「教育」活動の中で起きたことなのだか
ら「仕方のないこと」「スポーツに怪我はつきも
の」として片付けられていき、そういった態度は
保護者や市民にも見出せるのである。
著者は、「教育という営みは、リスクを美談化、
正当化し、子どもとさらには教員を巻き込みなが
ら、学校にリスクを埋め込んでいく。そして、市
民社会も一緒になってその作業に手を貸してい
る」と指摘し、これからは、学校関係者と市民が
協力して「リスクを直視するところから、教育の
あり方を考えていかなければならない」と提言し、
この章を結んでいる。
２．内田氏の研究が現場に与えた影響
著者の内田良氏は、学校や家族にかかわる社会
問題、特に「学校リスク」について、社会学の立
場から実践的な研究を進めている。これまで認知
されてこなかったリスクをエビデンスに基づいて
提示し、それらのリスクの解消・低減に向けての
アクションを続けている。
従来の学校・教育リスクに関する取り組みや研
究においては、エビデンスを分析する試みは意外
なことにほとんどなされてこなかった。むしろこ
れまでは、人目を引くような事故に対する「不安」
に衝動的な対策が講じられてきたのであって、そ
れらが安全確保に効果的であったかどうかさえも
判然としなかった。そのような状況に対し、著者
は、「不安」ベースではなく「実証」ベースでリ
スクにアプローチし、実態に基づいた主張を続け
てきた（内田氏個人のWEBサイト「学校リスク
研究所」（http://www.dadala.net）を参照）。本
書においても、 同様の視点から、「教育リスク」
が論じられている。
著者の代表的な著作である『柔道事故』におい
ても、柔道事故の実態をエビデンスによって明ら
かにし、事故の要因を分析することで、これまで
「不可抗力」と見なされがちであった柔道事故を
防げることを明らかにした。著者の研究に対して
現場の関心が寄せられるようになった結果、2012
年以降、死亡事故がゼロになった。過去約 30 年
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で118名の死亡者が出たことに照らせば、エビデ
ンスとそれに基づく対策がいかに重要であるかが
わかる（なお、 残念ながら、2015 年５月に事故
が１件発生した）。
また近年は特に、運動会の花形種目である組体
操に着目して、その問題点を鋭く指摘している。
Yahoo ！ニュースの「リスク・リポート」（http://
bylines.news.yahoo.co.jp/ryouchida）などにおい
ても、様々な事例・エビデンスから組体操のリス
クを明らかにした。特に 2015 年の夏以降は、著
者の問題提起と研究成果が新聞やテレビの報道で
もしばしば取り上げられ、学校現場での安全状況
の改善につながっている。
これらを見てもわかるように、著者は、研究成
果を日々公開していくなかで、教育やスポーツの
現場に影響を与え、安全の改善を促してきたので
ある。彼は、「怪我はつきもの」「どんな行事にも
不満を持つ人はいる」といった考えを「思考停止」
として厳しく批判してきた。そのような姿勢は、
本書においても貫かれている。
３．「感動」の危うさ
リスクを知る、ということは当たり前のことな
のかもしれない。しかし、これまで、その「当た
り前」が、「教育は善きもの」という刷りこみに
よって見えにくくなっていた。「感動」「一体感」
「達成感」も善きものとされ、それらの教育上の
効果も主張されてきた。しかし、体育・スポーツ
の現場では、これらを過剰に求めてはいないだろ
うか。あるいは「感動」が自己目的化してはいな
いだろうか。筆者が学生アスリートたちと接する
なかで、彼・彼女らが「感動のストーリー」に巻
き込まれているのではないか、と疑問に感じる場
面に遭遇する。もちろん、「感動」を得ることを
否定するのではない。しかし、彼・彼女らのなか
には、理不尽な「体罰」や過剰練習に耐え、最後
の試合で感動して涙を流すという「感動のストー
リー」をパッケージにし、それを前にして思考停
止に陥り、ときに理不尽さをも正当化する。その
ような思考停止が良い「経験」になっているとは
とても言えない。著者の言葉を借りれば、これま
での体育・スポーツのあり方は、「感動と引き換
えに」子どもやアスリートたちの可能性を損なっ
ているのかもしれない。
体育・スポーツを侵食している様々な問題（体
罰、ドーピング、セクハラ等）は、感動、思い出、
ストーリーなどの「ネタ」を求め、そのために自
身や他者の身心や可能性を侵害している点で、実
は同根なのではないかと筆者には思える。
感動の「ストーリー」は、必ずしも良い「経験」
とは言えない。子どもやアスリートたちには、良
い「経験」を積んでもらいたい。本書の読了後、
そんな思いを強くした。
